
D-DP① D-DP② D-DP③ D-DP④ D-DP⑤ DP-N① DP-N② DP-N③ DP-N④ DP-N⑤ DP-R① DP-R② DP-R③ DP-R④ DP-R⑤

自らの研究分野以
外の学問領域の幅
広い知識を修得し
た知のプロフェッ
ショナル

研究能力、コミュ
ニケーション能力

多職種協働におけ
る管理 ・指導能力

教育実践能力 高い倫理観

自らの研究分野以
外の学問領域の幅
広い知識を修得し
た知のプロフェッ
ショナル

研究能力、コミュ
ニケーション能力

多職種協働におけ
る管理 ・指導能力

教育実践能力 高い倫理観

自らの研究分野以
外の学問領域の幅
広い知識を修得し
た知のプロフェッ
ショナル

研究能力、コミュ
ニケーション能力

多職種協働におけ
る管理 ・指導能力

教育実践能力 高い倫理観

D-HR①
（研究者）

臨床的学問探求を培い、保健医療学を基盤とする看護学、ま
たはリハビリテーション学のいずれかの領域のさらなる創造
性に満ちた研究・開発能力を有し、多彩な研究を遂行できる
研究者の養成

◎ ◎ 〇 〇 ◎

D-HR②
（高度専門職業

人）

保健医療学を基盤とする看護学、またはリハビリテーション
学のいずれかの領域を対象とした学問的基盤を熟知し、看護
学、またはリハビリテーション学の実践において臨床現場で
管理・指導能力を有する高度専門職業人の養成

◎ 〇 ◎ 〇 ◎

D-HR③
（大学教員）

保健医療学を基盤とする看護学、またはリハビリテーション
学のいずれかの領域の学問的基盤を熟知し、看護学、または
リハビリテーション学の実践において確かな研究能力と教育
能力を兼ね備えた大学教員を養成

◎ 〇 〇 ◎ ◎

HR-N①
（研究者）

臨床的学問探求を培い、看護学のさらなる創造性に満ちた研
究・開発能力を有し、多彩な研究を遂行し、発信できる研究
者

◎ ◎ 〇 〇 ◎

HR-N②
（高度専門職業

人）

看護学領域を対象とした学問的基盤を熟知し、看護学の実践
において臨床現場で管理・指導能力を有する高度専門職業人 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

HR-N③
（大学教員）

看護学を対象とした学問的基盤を熟知し、看護学の教育や実
践において確かな研究能力と教育能力を兼ね備えた大学教員 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

HR-R①
（研究者）

臨床的学問探求を培い、リハビリテーション学のさらなる創
造性に満ちた研究・開発能力を有し、多彩な研究を遂行し、
発信できる研究者

◎ ◎ 〇 〇 ◎

HR-R②
（高度専門職業

人）

リハビリテーション学領域を対象とした学問的基盤を熟知
し、リハビリテーション学の実践において臨床現場で管理・
指導能力を有する高度専門職業人

◎ 〇 ◎ 〇 ◎

HR-R③
（大学教員）

リハビリテーション学を対象とした学問的基盤を熟知し、リ
ハビリテーション学の教育や実践において確かな研究能力と
教育能力を兼ね備えた大学教員

◎ 〇 〇 ◎ ◎
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（大学院保健医療学研究科保健医療学専攻博士後期課程）　 　資料３-①

課程・領域
の区分

養成する人材像（HR)
No.

養成する人材像の概要

養成する人材像（HR）とディプロマ・ポリシー（DP）との関連表

課程のDP 看護学領域のDP リハビリテーション学領域のDP

ディプロマ・ポリシーの概要
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D-HR① D-HR② D-HR③ HR-N① HR-N② HR-N③ HR-R① HR-R② HR-R③

臨床的学問探求を培
い、保健医療学を基盤
とする看護学、または
リハビリテーション学
のいずれかの領域のさ
らなる創造性に満ちた
研究・開発能力を有
し、多彩な研究を遂行
できる研究者の養成

保健医療学を基盤とす
る看護学、またはリハ
ビリテーション学のい
ずれかの領域を対象と
した学問的基盤を熟知
し、看護学、またはリ
ハビリテーション学の
実践において臨床現場
で管理・指導能力を有
する高度専門職業人の
養成

保健医療学を基盤とす
る看護学、またはリハ
ビリテーション学のい
ずれかの領域の学問的
基盤を熟知し、看護
学、またはリハビリ
テーション学の実践に
おいて確かな研究能力
と教育能力を兼ね備え
た大学教員を養成

臨床的学問探求を培
い、看護学のさらな
る創造性に満ちた研
究・開発能力を有
し、多彩な研究を遂
行し、発信できる研
究者

看護学領域を対象と
した学問的基盤を熟
知し、看護学の実践
において臨床現場で
管理・指導能力を有
する高度専門職業人

看護学を対象とした
学問的基盤を熟知
し、看護学の教育や
実践において確かな
研究能力と教育能力
を兼ね備えた大学教
員看護学領域の養成
する人材像

臨床的学問探求を培
い、リハビリテー
ション学のさらなる
創造性に満ちた研
究・開発能力を有
し、多彩な研究を遂
行し、発信できる研
究者

リハビリテーション
学領域を対象とした
学問的基盤を熟知
し、リハビリテー
ション学の実践にお
いて臨床現場で管
理・指導能力を有す
る高度専門職業人

リハビリテーション
学を対象とした学問
的基盤を熟知し、リ
ハビリテーション学
の教育や実践におい
て確かな研究能力と
教育能力を兼ね備え
た大学教員

D-CP①
（共通科目）

保健医療学の総括的なコンセプトを修得、精通した上に、保
健医療学関連学問分野の幅広い知識を修得した知のプロ
フェッショナルの素養と倫理的見識を備え、適切な方法論を
用いて自立的に研究活動が行える能力と主体的な教育活動と
専門職連携教育を実践させるため、その根源となる豊かな知
的学識を培えるための科目を配置する。

○ ○ ◎

D-CP②
（基礎科目）

保健医療学分野のそれぞれに関わる諸問題・課題を幅広い知
識、専門的及び科学的観点から的確に解明し実践するため
に、多職種や地域社会と連携して高度な企画運営等の運営管
理能力、創造性豊かな研究・開発能力を遂行する能力、なら
びに高等教育の目的、重要性、意義、方法など、理論的基礎
の検証を学ぶことができる科目を配置する。

◎ 〇 ○

D-CP③
（専門科目）

保健医療学分野の看護学、またはリハビリテーション学それ
ぞれに関わる専門、かつ多様な実践と研究、教育の応用・発
展を修得するために、自らの研究分野以外の学問の幅広い知
識、研究方法、倫理的見識、及び教育技法・評価方法を学ぶ
科目を配置する。

○ ◎ 〇

D-CP④
（特別研究科目）

「共通科目」、「基礎科目」及び「専門科目」で修得した知
識をもとに、高い倫理観を有し人間や社会の多様性を理解し
た知のプロフェッショナルとして、適切な研究方法を用いて
自ら研究課題を設定した研究活動を行い、その成果発表に取
り組む教育を実践することができる科目を配置する。

◎ ○ ○

CP-N①
（共通科目）

看護学の総括的なコンセプトを修得、精通した上に、看護学
関連学問分野の幅広い知識を修得した知のプロフェッショナ
ルの素養と倫理的見識を備え、適切な方法論を用いて自立的
に研究活動が行える能力と主体的な教育活動と専門職連携教
育を実践させるため、その根源となる豊かな知的学識を培え
るための科目を配置する。

○ ○ ○

CP-N②
（基礎科目）

看護学のそれぞれに関わる諸問題・課題を幅広い知識、専門
的及び科学的観点から的確に解明し実践するために、多職種
や地域社会と連携して高度な企画運営等の運営管理能力、創
造性豊かな研究・開発能力を遂行する能力、ならびに高等教
育の目的、重要性、意義、方法など、理論的基礎の検証を学
ぶことができる科目を配置する。

○ ○ ◎

CP-N③
（専門科目）

看護学に関わる専門、かつ多様な実践と研究、教育の応用・
発展を修得するために、自らの研究分野以外の学問の幅広い
知識、研究方法、倫理的見識、及び教育技法・評価方法を学
ぶ科目を配置する。

○ ◎ ○

CP-N④
（特別研究科目）

研究能力育成と研究遂行のため、特別研究科目として看護学
特別研究を配置する。看護学特別研究は、看護学領域におけ

る研究をさらに深化させる探究⼼を備えるために研究活動に

重点を置いた教育を⾏う。さらに、看護学領域において⾃⽴
した研究活動を通して、教育者、研究者、高度専門職業人と
して、社会を牽引できる能力を修得できる科目とする。具体

的活動としては、研究デザインから論⽂執筆までを個別指導

と複数教員による集団指導を組み合わせ、複数回の中間報告
会等により、進捗状況の確認と研究内容の向上を図り、独創

性や⾃⽴して研究を⾏いうる能⼒とプレゼンテーション能⼒
を修得する。学術交流、研究活動に貢献でき、研究成果をグ
ローバルに発信できる能力を育成するために、看護学特別研
究において、学会やジャーナルに成果を発表することも目指
す。

◎ ○ ○

CP-R①
（共通科目）

リハビリテーション学の総括的なコンセプトを修得、精通し
た上に、リハビリテーション学関連学問分野の幅広い知識を
修得した知のプロフェッショナルの素養と倫理的見識を備
え、適切な方法論を用いて自立的に研究活動が行える能力と
主体的な教育活動と専門職連携教育を実践させるため、その
根源となる豊かな知的学識を培えるための科目を配置する。

〇 ○ 〇

CP-R②
（基礎科目）

リハビリテーション学のそれぞれに関わる諸問題・課題を幅
広い知識、専門的及び科学的観点から的確に解明し実践する
ために、多職種や地域社会と連携して高度な企画運営等の運
営管理能力、創造性豊かな研究・開発能力を遂行する能力、
ならびに高等教育の目的、重要性、意義、方法など、理論的
基礎の検証を学ぶことができる科目を配置する。

○ 〇 ◎

CP-R③
（専門科目）

リハビリテーション学に関わる専門、かつ多様な実践と研
究、教育の応用・発展を修得するために、自らの研究分野以
外の学問の幅広い知識、研究方法、倫理的見識、及び教育技
法・評価方法を学ぶ科目を配置する。

○ ◎ ○

CP-R④
（特別研究科目）

修士課程での教育を基礎として、より研究活動に重点を置い
た教育を行うとともに、リハビリテーション学研究をさらに

深化させる探究⼼を備えた上で、リハビリテーション学領域

において⾃⽴した研究活動を行い、教育者、研究者、高度専

門職業人として社会を牽引できる能力が修得できる科目とす

る。そのため、研究デザインから論⽂執筆までを個別指導と

複数教員による集団指導を組み合わせ、複数回の中間報告会
等により、進捗状況の確認と研究内容の向上を図り、独創性

や⾃⽴して研究を行い得る能⼒とプレゼンテーション能⼒を

修得させる。

◎ ○ ○
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（大学院保健医療学研究科保健医療学専攻博士後期課程） 資料３-②

課程・領域
の区分

カリキュラム・ポリ
シー（CP)　No.（科

目区分）
カリキュラム・ポリシーの概要

　養成する人材像（HR)とカリキュラム・ポリシー（CP)との関連表

課程の養成する人材像 看護学領域の養成する人材像 リハビリテーション学領域の養成する人材像

ディプロマ・ポリシーの概要
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D-HR① D-HR② D-HR③ HR-N① HR-N② HR-N③ HR-R① HR-R② HR-R③

臨床的学問探求を培い、
保健医療学を基盤とする
看護学、またはリハビリ
テーション学のいずれか
の領域のさらなる創造性
に満ちた研究・開発能力
を有し、多彩な研究を遂
行できる研究者の養成

保健医療学を基盤とする
看護学、またはリハビリ
テーション学のいずれか
の領域を対象とした学問
的基盤を熟知し、看護
学、またはリハビリテー
ション学の実践において
臨床現場で管理・指導能
力を有する高度専門職業
人の養成

保健医療学を基盤とする
看護学、またはリハビリ
テーション学のいずれか
の領域の学問的基盤を熟
知し、看護学、またはリ
ハビリテーション学の実
践において確かな研究能
力と教育能力を兼ね備え
た大学教員を養成

臨床的学問探求を培
い、看護学のさらな
る創造性に満ちた研
究・開発能力を有
し、多彩な研究を遂
行し、発信できる研
究者

看護学領域を対象と
した学問的基盤を熟
知し、看護学の実践
において臨床現場で
管理・指導能力を有
する高度専門職業人

看護学を対象とした
学問的基盤を熟知
し、看護学の教育や
実践において確かな
研究能力と教育能力
を兼ね備えた大学教
員看護学領域の養成
する人材像

臨床的学問探求を培
い、リハビリテー
ション学のさらなる
創造性に満ちた研
究・開発能力を有
し、多彩な研究を遂
行し、発信できる研
究者

リハビリテーション
学領域を対象とした
学問的基盤を熟知
し、リハビリテー
ション学の実践にお
いて臨床現場で管
理・指導能力を有す
る高度専門職業人

リハビリテーション
学を対象とした学問
的基盤を熟知し、リ
ハビリテーション学
の教育や実践におい
て確かな研究能力と
教育能力を兼ね備え
た大学教員

D-AP① 人間に対する深い関心と高い倫理観を備え、生命の尊厳を重
視し、個を敬愛できる人

〇 〇 〇

D-AP② 保健医療学の研究に求められる基礎的な能力と専門知識を有
し、博士後期課程での研究を達成出来る人

〇 〇 〇

D-AP③ 研究者・教育者・高度専門職業人として求められる専門知識
と技術の修得に強い意欲を持つ人

〇 〇 〇

D-AP④ 保健医療に関わる社会的課題に常に関心を持ち、研究者・教
育者・高度専門職業人として社会に貢献する熱意のある人

〇 〇 〇

D-AP⑤ 柔軟な発想と論理的思考を持ち、多様な分野の専門家と連
携・協働できる協調性やコミュニケーション能力を備えた人

〇 〇 〇

AP-N①

（自らの研究分野以外の学問領域の幅広い知識を修得した知
のプロフェッショナル）
看護学に精通した上に、他分野の専門知識を幅広く学際的に
修得し、人間や社会の多様性を理解した知のプロフェッショ
ナルとして、看護学に於ける研究者、高度専門職業人、教育
者としての資質を有する人。

〇 〇 〇

AP-N②

（研究能力、コミュニケーション能力）
看護学における諸課題を自ら発見・設定し、論理的に考察す
る力、独創的な研究を自立して実装し遂行する力、研究結果
を論理的に評価・分析する力など、看護実践の基盤となる科
学的エビデンスの構築に必要な高度な研究を達成する強い意
志、研究成果を広く社会に知らせる情報発信能力、コミュニ
ケーション能力を有する人。

〇 〇 〇

AP-N③

（多職種協働における管理 ・指導能力）
看護学の実践に関わる医療・行政・地域医療の現場におい
て、多職種間の有機的連携を推進するために中心的な役割を
担える調整力および管理能力・指導能力を発揮できる資質を
有する人。

〇

AP-N④
（教育実践能力）
看護学における研究に求められる基礎的な能力を有し、看護
系大学の学生教育において、学生の主体的な学びを促す教育
実践能力に発展できる資質を有している人。

〇 〇

AP-N⑤

（高い倫理観）
看護学生の教育場面や研究活動、看護職が医療や介護や福祉
等の現場で求められる豊かな人間性や責任感、使命感ととも
に、保健医療に携わる研究者や教育者、高度専門職業人に必
要な高い倫理観を有している人。

〇 〇 〇

AP-R①

（自らの研究分野以外の学問領域の幅広い知識を修得した知
のプロフェッショナル）
リハビリテーション学に精通した上に、他分野の専門知識を
幅広く学際的に修得し、人間や社会の多様性を理解した知の
プロフェッショナルとして、リハビリテーション学に於ける
研究者、高度専門職業人、教育者としての資質を有する人。

〇 〇 〇

AP-R②

（研究能力、コミュニケーション能力）
リハビリテーション学における諸課題を自ら発見・設定し、
論理的に考察する力、独創的な研究を自立して実装し遂行す
る力、研究結果を論理的に評価・分析する力など、リハビリ
テーション実践の基盤となる科学的エビデンスの構築に必要
な高度な研究を達成する強い意志、研究成果を広く社会に知
らせる情報発信能力、コミュニケーション能力を有する人。

〇 〇 〇

AP-R③

（多職種協働における管理 ・指導能力）
リハビリテーション学の実践に関わる医療・行政・地域医療
の現場において、多職種間の有機的連携を推進するために中
心的な役割を担える調整力および管理能力・指導能力を発揮
できる資質を有する人。

〇

AP-R④

（教育実践能力）
リハビリテーション学における研究に求められる基礎的な能
力を有し、リハビリテーション系大学の学生教育において、
学生の主体的な学びを促す教育実践能力に発展できる資質を
有している人。

〇 〇

AP-R⑤

（高い倫理観）
リハビリテーション系学生の教育場面や研究活動、リハビリ
テーション関連職が医療や介護や福祉等の現場で求められる
豊かな人間性や責任感、使命感とともに、保健医療に携わる
研究者や教育者、高度専門職業人に必要な高い倫理観を有し
ている人。

〇 〇 〇

博
士
後
期
課
程

看
護
学
領
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
学
領
域

（大学院保健医療学研究科保健医療学専攻博士後期課程） 資料３-③

課程・領域
の区分

アドミッション・ポリ
シー アドミッション・ポリシーの概要

養成する人材像（HR)とアドミッション・ポリシー(AP)との関連表

課程の養成する人材像 看護学領域の養成する人材像 リハビリテーション学領域の養成する人材像

人材養成像の概要
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D-DP① D-DP② D-DP③ D-DP④ D-DP⑤ DP-N① DP-N② DP-N③ DP-N④ DP-N⑤ DP-R① DP-R② DP-R③ DP-R④ DP-R⑤

自らの研究
分野以外の
学問領域の
幅広い知識
を修得した
知のプロ
フェッショ
ナル

研究能力、
コミュニ
ケーション
能力

多職種協働
における管
理 ・指導
能力

教育実践能
力

高い倫理観

自らの研究
分野以外の
学問領域の
幅広い知識
を修得した
知のプロ
フェッショ
ナル

研究能力、
コミュニ
ケーション
能力

多職種協働
における管
理 ・指導
能力

教育実践能
力

高い倫理観

自らの研究
分野以外の
学問領域の
幅広い知識
を修得した
知のプロ
フェッショ
ナル

研究能力、
コミュニ
ケーション
能力

多職種協働
における管
理 ・指導
能力

教育実践能
力

高い倫理観

D-CP①
（共通科目）

保健医療学の総括的なコンセプトを修得、精通した上に、保
健医療学関連学問分野の幅広い知識を修得した知のプロ
フェッショナルの素養と倫理的見識を備え、適切な方法論を
用いて自立的に研究活動が行える能力と主体的な教育活動と
専門職連携教育を実践させるため、その根源となる豊かな知
的学識を培えるための科目を配置する。

◎ ◎ ◎ ◎

D-CP②
（基礎科目）

保健医療学分野のそれぞれに関わる諸問題・課題を幅広い知
識、専門的及び科学的観点から的確に解明し実践するため
に、多職種や地域社会と連携して高度な企画運営等の運営管
理能力、創造性豊かな研究・開発能力を遂行する能力、なら
びに高等教育の目的、重要性、意義、方法など、理論的基礎
の検証を学ぶことができる科目を配置する。

◎ ◎ ◎ ◎

D-CP③
（専門科目）

保健医療学分野の看護学、またはリハビリテーション学それ
ぞれに関わる専門、かつ多様な実践と研究、教育の応用・発
展を修得するために、自らの研究分野以外の学問の幅広い知
識、研究方法、倫理的見識、及び教育技法・評価方法を学ぶ
科目を配置する。

○ ○ ○ ○

D-CP④
（特別研究科目）

「共通科目」、「基礎科目」及び「専門科目」で修得した知
識をもとに、高い倫理観を有し人間や社会の多様性を理解し
た知のプロフェッショナルとして、適切な研究方法を用いて
自ら研究課題を設定した研究活動を行い、その成果発表に取
り組む教育を実践することができる科目を配置する。

◎ ◎ ○ ○ ◎

CP-N①
（共通科目）

看護学の総括的なコンセプトを修得、精通した上に、看護学
関連学問分野の幅広い知識を修得した知のプロフェッショナ
ルの素養と倫理的見識を備え、適切な方法論を用いて自立的
に研究活動が行える能力と主体的な教育活動と専門職連携教
育を実践させるため、その根源となる豊かな知的学識を培え
るための科目を配置する。

◎ ◎ ◎ ◎

CP-N②
（基礎科目）

看護学のそれぞれに関わる諸問題・課題を幅広い知識、専門
的及び科学的観点から的確に解明し実践するために、多職種
や地域社会と連携して高度な企画運営等の運営管理能力、創
造性豊かな研究・開発能力を遂行する能力、ならびに高等教
育の目的、重要性、意義、方法など、理論的基礎の検証を学
ぶことができる科目を配置する。

◎ ◎ ◎

CP-N③
（専門科目）

看護学に関わる専門、かつ多様な実践と研究、教育の応用・
発展を修得するために、自らの研究分野以外の学問の幅広い
知識、研究方法、倫理的見識、及び教育技法・評価方法を学
ぶ科目を配置する。

○ ○ ○ ○

CP-N④
（特別研究科目）

研究能力育成と研究遂行のため、特別研究科目として看護学
特別研究を配置する。看護学特別研究は、看護学領域におけ

る研究をさらに深化させる探究⼼を備えるために研究活動に

重点を置いた教育を⾏う。さらに、看護学領域において⾃⽴
した研究活動を通して、教育者、研究者、高度専門職業人と
して、社会を牽引できる能力を修得できる科目とする。具体

的活動としては、研究デザインから論⽂執筆までを個別指導

と複数教員による集団指導を組み合わせ、複数回の中間報告
会等により、進捗状況の確認と研究内容の向上を図り、独創

性や⾃⽴して研究を⾏いうる能⼒とプレゼンテーション能⼒
を修得する。学術交流、研究活動に貢献でき、研究成果をグ
ローバルに発信できる能力を育成するために、看護学特別研
究において、学会やジャーナルに成果を発表することも目指
す。

◎ ◎ ○ ○ ◎

CP-R①
（共通科目）

リハビリテーション学の総括的なコンセプトを修得、精通し
た上に、リハビリテーション学関連学問分野の幅広い知識を
修得した知のプロフェッショナルの素養と倫理的見識を備
え、適切な方法論を用いて自立的に研究活動が行える能力と
主体的な教育活動と専門職連携教育を実践させるため、その
根源となる豊かな知的学識を培えるための科目を配置する。

◎ ◎ ◎ ◎

CP-R②
（基礎科目）

リハビリテーション学のそれぞれに関わる諸問題・課題を幅
広い知識、専門的及び科学的観点から的確に解明し実践する
ために、多職種や地域社会と連携して高度な企画運営等の運
営管理能力、創造性豊かな研究・開発能力を遂行する能力、
ならびに高等教育の目的、重要性、意義、方法など、理論的
基礎の検証を学ぶことができる科目を配置する。

◎ ◎ ◎

CP-R③
（専門科目）

リハビリテーション学に関わる専門、かつ多様な実践と研
究、教育の応用・発展を修得するために、自らの研究分野以
外の学問の幅広い知識、研究方法、倫理的見識、及び教育技
法・評価方法を学ぶ科目を配置する。

○ ○ ○ ○

CP-R④
（特別研究科目）

修士課程での教育を基礎として、より研究活動に重点を置い
た教育を行うとともに、リハビリテーション学研究をさらに

深化させる探究⼼を備えた上で、リハビリテーション学領域

において⾃⽴した研究活動を行い、教育者、研究者、高度専

門職業人として社会を牽引できる能力が修得できる科目とす

る。そのため、研究デザインから論⽂執筆までを個別指導と

複数教員による集団指導を組み合わせ、複数回の中間報告会
等により、進捗状況の確認と研究内容の向上を図り、独創性

や⾃⽴して研究を行い得る能⼒とプレゼンテーション能⼒を

修得させる。

◎ ◎ ○ ○ ◎

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
学
領
域

（大学院保健医療学研究科保健医療学専攻博士後期課程） 別添資料４

課程・領域
の区分

ディプロマ・ポリシー（DP)とカリキュラム・ポリシー（CP)との関連表

課程のDP 看護学領域のDP リハビリテーション学領域のDP

博
士
後
期
課
程

カリキュラム・ポリ
シー（CP)　No.（科目

区分）

ディプロマ・ポリシーの概要

カリキュラム・ポリシーの概要

看
護
学
領
域
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D-DP① D-DP② D-DP③ D-DP④ D-DP⑤ DP-N① DP-N② DP-N③ DP-N④ DP-N⑤ DP-R① DP-R② DP-R③ DP-R④ DP-R⑤

自らの研究
分野以外の
学問領域の
幅広い知識
を修得した
知のプロ

フェッショ
ナル

研究能力、
コミュニ

ケーション
能力

多職種協働
における管
理 ・指導

能力

教育実践能
力

高い倫理観

自らの研究
分野以外の
学問領域の
幅広い知識
を修得した
知のプロ

フェッショ
ナル

研究能力、
コミュニ

ケーション
能力

多職種協働
における管
理 ・指導

能力

教育実践能
力

高い倫理観

自らの研究
分野以外の
学問領域の
幅広い知識
を修得した
知のプロ

フェッショ
ナル

研究能力、
コミュニ

ケーション
能力

多職種協働
における管
理 ・指導

能力

教育実践能
力

高い倫理観

医療倫理学特論 1通 2 ◎ ◎

教育学特論 1通 2 ◎ ◎

研究特論 1通 2 ◎ ◎

保健福祉学特論 1通 2 ◎ ◎

高等教育学 1通 2 ◎ ◎ ◎ ◎

保健医療学基盤研究 1通 2 ◎ ◎

保健医療学実践研究 1通 2 ◎ ◎

健康支援ケアシステム学特論 1前 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

健康支援ケアシステム学演習 1後 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

地域生活ケアシステム学特論 1前 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

地域生活ケアシステム学演習 1後 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

生涯発達ケアシステム学特論 1前 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

生涯発達ケアシステム学演習 1後 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

地域生活支援学特論 1前 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

地域生活支援学演習 1後 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

身体機能支援医療学特論 1前 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

身体機能支援医療学演習 1後 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

看
護
学
領
域
科

目 看護学特別研究 1～3 10 ◎ ◎ ○ ○ ◎

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
学
領
域
科
目

リハビリテーション学特別研究 1～3 10 ◎ ◎ ○ ○ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ○ ○ ◎

◎ ◎ ◎

（大学院保健医療学研究科保健医療学専攻博士後期課程） 資料５-①

看護学領域のDP リハビリテーション学領域のDP課程のDP

共
通
科
目

カリキュラムマップ 　授業科目とディプロマ・ポリシー（DP)との関連表

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

ディプロマ・ポリシーの概要

◎

単位数

基
礎
科
目

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
学

領
域
科
目

特
別
研
究
科
目

専
門
科
目

看
護
学
領
域
科
目
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年次

D-DP D-DP

D-DP D-DP D-DP D-DP
DP-N DP-N DP-R DP-R

D-DP D-DP D-DP D-DP
DP-N DP-N DP-R DP-R

D-DP D-DP
DP-N DP-N

D-DP D-DP D-DP D-DP
DP-N DP-N DP-N DP-N
DP-R DP-R DP-R DP-R

D-DP D-DP D-DP
DP-N DP-N DP-N
DP-R DP-R DP-R

資料5-②　

①・③・④に対応
①・②・③・⑤に対応
①・②・③・⑤に対応

①・③・④に対応
①・③・④に対応

①・②・③・⑤に対応
①・②・③・⑤に対応

①・③・④に対応
①・②・③・⑤に対応
①・②・③・⑤に対応

①・③・④に対応
①・③・④に対応

①・②・③・⑤に対応
①・②・③・⑤に対応

3

看
護
学
特
別
研
究
（
選
択
）

学
位
論
文
作
成

DP-N⑤
高い倫理観

DP-R④
教育実践能力

DP-R⑤
高い倫理観

1

看護学領域　専門科目 リハビリテーション学領域　専門科目

③・④に対応
③・④に対応

②・③・④・⑤に対応
②に対応
②に対応

大学院保健医療学研究科保健医療学専攻
博士後期課程　　カリキュラムツリー

（Curriculum　Tree）

博士後期課程修了認定・学位授与
（Completion of Doctoral Program / Conferment of Degree)

博士論文発表会
博士後期課程のディプロマ・ポリシー（D-DP)

学位論文審査会
（dissertation presentation)

看護学領域のディプロマ・ポリシー（DP-N） リハビリテーション学領域のディプロマ・ポリシー（DP-R）

DP-N①
自らの研究分野以外の学問領
域の幅広い知識を修得した
知のプロフェッショナル

DP-N②
研究能力、コミュニケーショ

ン
能力

DP-N③
多職種協働における

管理 ・指導能力

DP-R①
自らの研究分野以外の学問領
域の幅広い知識を修得した
知のプロフェッショナル

DP-R②
研究能力、コミュニケーション

能力

D-DP①
自らの研究分野以外の学問領域の幅広い知識

を修得した
知のプロフェッショナル

D-DP②
研究能力、コミュニケーション

能力

D-DP③
多職種協働における

管理 ・指導能力

D-DP④
教育実践能力

D-DP⑤
高い倫理観

DP-R③
多職種協働における

管理 ・指導能力

DP-N④
教育実践能力

研究進捗状況報告
（学会発表・論文投稿等）

2

研究進捗状況報告
（学会発表・論文投稿等）

共通科目・基礎科目・専門科目　　　※1年次履修状況に応じて2年次も履修可能

博士論文中間報告会
(Interim presentation)

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
特
別
研
究
（
選
択
）

学
位
論
文
作
成

①
・
②
・
③
・
④
・
⑤
に
対
応

DP-N

①
・
②
・
③
・
④
・
⑤
に
対
応

①
・
②
・
③
・
④
・
⑤
に
対
応

DP-R

①
・
②
・
③
・
④
・
⑤
に
対
応

博士論文中間報告会
(Interim presentation)

健康支援ケアシステム学演習（選択） 地域生活支援学特論（選択） 地域生活支援学演習（選択）
①・③・④に対応 ①・③・④に対応

研究課題・研究計画書
看護学領域・リハビリテーション学領域（2領域共通）　共通科目・基礎科目

研究指導教員・副指導教員　報告
(Annual presentationⅠ)

健康支援ケアシステム学特論（選択）

①・②・④・⑤に対応
⑤に対応

身体機能支援医療学特論（選択） 身体機能支援医療学演習（選択）

①・③・④に対応
①・③・④に対応

①・②・③・⑤に対応
①・②・③・⑤に対応

生涯発達ケアシステム学特論（選択） 生涯発達ケアシステム論学演習（選択） 専門科目（各領域）

地域生活ケアシステム学特論（選択） 地域生活ケアシステム学演習（選択）

高等教育学（選択） 保健医療学基盤研究（選択）

②・③・④・⑤に対応

入学ガイダンス

研究指導員・副指導教員の決定
研究特論（選択） 保健福祉学特論（選択） 保健医療学実践研究（選択） 共通科目・基礎科目

①に対応

②・③・④・⑤に対応
③に対応
③に対応②に対応

①・②・④・⑤に対応
①に対応

⑤に対応

①・②・④・⑤に対応
④に対応
④に対応

①・②・④・⑤に対応
②に対応

医療倫理学特論（必須） 教育学特論（選択）

【新】 【別紙21】
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心身機能
回復領域

助産学領域

共通関連科目

・多彩な研究を遂行できる研究者の養成
・臨床現場で管理・指導能力を有する高度専門職業人の養成
・確かな研究能力と教育能力を兼ね備えた大学教員を養成

・保健医療に関わる高度専門知識・技術を有する臨床実践者の養成
・臨床現場で高度な医療専門性を生かしチーム医療の中心として
貢献できる指導者の養成

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科看護学科 共通関連科目

図3-① 保健医療学の関連図
修士課程と博士後期課程の学業領域における看護学とリハビリテーション学との関連性

高等教育学
保健医療学基盤研究
保健医療学実践研究

医療倫理学特論
教育学特論
研究特論
保健福祉学特論

健康支援ケアシステム学
地域生活ケアシステム学
生涯発達ケアシステム学

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学
領域

看護学
領域

地域生活支援学
身体機能支援医療学

運動・動作制御学
呼吸循環機能学
運動機能回復学
脳機能回復学

在宅・公衆衛生学 女性保健学
精神保健医療学 生活支援医療学
がん看護学 感染看護学

保健医療学部

保健医療学
研究科

（修士課程）

保健医療学
研究科

（博士後期
課程）

健康増進・予防領域

共通関連科目

学保 健 医 療

【別紙２２】【新】
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保健医療学研究科保健医療学専攻（修士課程） 保健医療学研究科保健医療学専攻（博士後期課程）
共通科目 共通科目
　保健医療学特論 　医療倫理学特論
　医療倫理学特論 　教育学特論
　医療社会学特論 　研究特論
　生涯教育特論 　保健福祉学特論
　家族ケア学 基礎科目
　多職種協働・地域連携特論 　高等教育学
　看護教育特論 ほか 　保健医療学基盤研究
専門科目 　保健医療学実践研究
（健康増進・予防領域）
在宅・公衆衛生学特論・演習 専門科目
女性保健学特論・演習 （看護学領域）
精神保健医療学特論・演習 健康支援ケアシステム学特論
生活支援医療学特論・演習 健康支援ケアシステム学演習
がん看護学特論・演習 地域生活ケアシステム学特論
感染看護学特論・演習 地域生活ケアシステム学演習

生涯発達ケアシステム学特論
専門科目 生涯発達ケアシステム学演習
（心身機能回復領域） 専門科目
運動・動作制御学特論・演習 （リハビリテーション学領域）
呼吸循環機能学特論・演習 地域生活支援学特論
運動機能回復学特論・演習 地域生活支援学演習
脳機能回復学特論・演習 身体機能支援医療学特論
専門科目 身体機能支援医療学演習
（助産学領域）
助産学概論
地域・国際助産学特論
助産管理・経営学
母乳育児支援論 ほか

図3-②　修士課程‐博士後期課程授業科目の関係図

【別紙23】【新追加】
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幅
広
い
職
業

人
（
理
学
療

法
士
）
養
成

学
士

（
理
学
療
法
学
）

学
士
課
程
（
4年

）
博
士
課
程
（
5年

）

湘
南
医
療
大
学

博
士
後
期
課
程
（
3年

）

保 健 医 療 学 研 究 科 保 健 医 療 学 専 攻

保 健 医 療 学 部

看 護 学

領 域

研
究
者
・

高
度
専
門
職
業
人
・

大
学
教
員
　
養
成

博
士

（
看
護
学
）

リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン

学 領 域

研
究
者
・

高
度
専
門
職
業
人
・

大
学
教
員
　
養
成

博
士

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
）

健
康
支
援
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学

地
域
生
活
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学

生
涯
発
達
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学

身
体
機
能
支
援
医
療
学

地
域
生
活
支
援
学

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 学 科

理 学 療 法 学 専 攻

①
多
彩
な
研
究
を
遂
行
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
の
研
究
者

②
臨
床
現
場
で
管
理
・
指
導
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
の
高
度
専
門
職
業
人

③
研
究
能
力
と
教
育
能
力
を
兼
ね
備
え
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
の
大
学
教
員

高
度
な
助
産
実
践
力
と
助
産
学
を
担
う
臨
床
実
践
者
及
び
指
導
者

看
護
学
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
の
専
門
性
に
基
づ
き
、

①
保
健
医
療
に
係
る
高
度
な
専
門
知
識
・
技
術
を
有
す
る
臨
床
実
践
者

②
地
域
の
現
場
で
多
職
種
と
連
携
し
て
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
指
導
者

看
護
学
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
の
専
門
性
に
基
づ
き
、

①
保
健
医
療
に
係
る
高
度
な
専
門
知
識
・
技
術
を
有
す
る
臨
床
実
践
者

②
地
域
の
現
場
で
多
職
種
と
連
携
し
て
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
指
導
者

看 護 学 科

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

老
年
看
護
学

精
神
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学

在
宅
看
護
学 基

礎
理
学
療
法
学

理
学
療
法
管
理
学

理
学
療
法
評
価
学

地
域
理
学
療
法
学

作 業 療 法 学 専 攻

基
礎
作
業
療
法
学

作
業
療
法
管
理
学

作
業
療
法
評
価
学

地
域
作
業
療
法
学

幅
広
い
職
業

人
（
作
業
療

法
士
）
養
成

学
士

（
作
業
療
法
学
）

①
専
門
知
識
技
術
の
修
得

②
チ
ー
ム
医
療
へ
の
実
践

③
社
会
貢
献
で
き
る

専
門
職
業
人

幅
広
い
職
業

人
（
看
護

師
）
養
成

学
士

（
看
護
学
）

①
専
門
知
識
技
術
の
修
得

②
チ
ー
ム
医
療
へ
の
実
践

③
社
会
貢
献
で
き
る

専
門
職
業
人

①
専
門
知
識
技
術
の
修
得

②
チ
ー
ム
医
療
へ
の
実
践

③
社
会
貢
献
で
き
る

専
門
職
業
人

助 産 学

領 域

高
度
臨
床
実
践
者
・

指
導
者
（
助
産
師
）

養
成

修
士

（
保
健
医
療
学
）

助
産
学

地
域
・
国
際
助
産
学

助
産
管
理
・
経
営
学

母
乳
育
児
支
援
論

比
較
文
化
助
産
論

①
多
彩
な
研
究
を
遂
行
で
き
る
看
護
学
の
研
究
者

②
臨
床
現
場
で
管
理
・
指
導
で
き
る
看
護
学
の
高
度
専
門
職
業
人

③
研
究
能
力
と
教
育
能
力
を
兼
ね
備
え
た
看
護
学
の
大
学
教
員

修
士
課
程
（
2年

）

健 康 増

進 ・ 予 防

領 域
高
度
臨
床
実
践
者
・

指
導
者
養
成

修
士

（
保
健
医
療
学
）

運
動
・
動
作
制
御
学

呼
吸
循
環
機
能
学

運
動
機
能
回
復
学

脳
機
能
回
復
学

在
宅
・
公
衆
衛
生
学

女
性
保
健
学

精
神
保
健
医
療
学

生
活
支
援
医
療
学

が
ん
看
護
学

心 身 機 能

回 復 領 域

高
度
臨
床
実
践
者
・

指
導
者
養
成

修
士

（
保
健
医
療
学
）

図4　学士課程から博士後期課程への組織体制の一貫性・連携 【別紙23】【新】
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 （成績評価の基準・成績評価） 

第10条 成績はシラバスに定めた基準により判定する。 

２ 成績評価については、大学院学則第25条第１項に基づき、下表のとおりとする。評点に対して、

グレード・ポイント（以下「ＧＰ」という。）を設定し、不合格その他ＧＰを「０」と算定する

授業科目も含めて、履修登録した授業科目のグレード・ポイントの平均（グレード・ポイント・

アベレージ、以下「ＧＰＡ」という。）を算出し、総合成績評価を行う。 

評 価 評 点 
ｸﾞﾚｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

ＧＰ 
単位の授与 評価基準 

秀（S） 90点～100点 ４ 

授与 

基本的な目標を十分に達成し、極めて優秀な 

成果を収めている。 

優（A） 80点～89点 ３ 基本的な目標を十分に達成している。 

良（B） 70点～79点 ２ 基本的な目標を達成している。 

可（C） 60点～69点 １ 基本的な目標を最低限度達成している。 

不可（D） 59点以下 ０ 不授与 
基本的な目標を達成していないので再履修が 

必要である。 

放棄(O1) 受験資格喪失 ０ 
評価 

対象外 
放棄(O2) 定期試験受験の放棄 ０ 

／ 評価対象外 算定しない 

【新】
【別紙24】
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